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名古屋大学国際交流グループ紹介 

 
名古屋大学ではキャンパスの国際交流を活発にするために 

学生が主体となって様々な交流活動を行っています。 

そんな活動を一緒にサポートしてくれる仲間を募集しています。 

参加をお待ちしています！ 

 
 

 スモールワールド・コーヒーアワー （Small World Coffee Hour） 

 コーヒーやお茶を片手にリラックスした雰囲気の中で留学生と一般学生が出会い、文化や

学生生活に関することなどを気軽に話し合える国際交流の場を毎月（学期中）に開催してい

ます。楽しい文化交流の場を一緒に作ってくれる仲間を募集中。 
（問合せ） 留学生センター アドバイジング・カウンセリング部門 （IB 電子情報館西棟 7 階 739 号室） 

E-mail: isa@ecis.nagoya-u.ac.jp 
URL: http://www.isa.provost.nagoya-u.ac.jp/ 

 

 ヘルプデスク （Help Desk） 

 各学期の最初の 3 週間、留学生センター1 階のラウンジに設置するヘルプデスクを中心と

した留学生のサポート活動を行なっています。新入留学生が日本の生活や名大での学生生

活をスムーズに始められるよう、留学生が気軽に立ち寄ることのできる場を共に提供する学

生ボランティアを募集しています。 
（問合せ） 留学生センター1 階短期留学部門 （NUPACE オフィス） 

E-mail: volunteerdesk@ecis.nagoya-u.ac.jp 
 

 ランゲージシャワー （Language Shower） 

何年も学習している外国語なのに自身を持って使えない、第 2、第 3 の外国語を使いたい、

そんな要望に応えるためのプログラムです。間違いを恐れずに話し、聞き、楽しみましょう。プ

ログラムを企画運営する学生ボランティア募集中。 
（問合せ） 留学生センター アドバイジング・カウンセリング部門 （留学生センター204 号室） 

E-mail: adv@ecis.nagoya-u.ac.jp 
  



 留学のとびら （Gateway to Overseas Studies） 

留学のとびらは、留学を経験した学生やこれから留学をしたい名大生による、将来の名大

留学候補生をサポートする団体です。学生ならではの視点から学内の留学イベントの企画・

実施を通じて留学の魅力を紹介します。また、活動を通じてプロジェクトマネージメント能力や

ファシリテーション能力もアップすることができます。ぜひ一緒に名大留学を盛り上げましょう！ 
（問合せ） 留学生センター海外留学室 

E-mail: abroad@ecis.nagoya-u.ac.jp 
 

 異文化交流サークル ACE 
（Action Group for Cross-Cultural Exchange） 

ACE では、“交流・架け橋・ボランティア”の精神で活動を行っています。ACE の最も重要な

活動は毎年 4 月と 10 月に名古屋大学に来る留学生の受け入れ活動をすることです。その

他にも一年を通じて留学生と一般学生が交流するイベントを企画しています。いつでも誰でも

大歓迎です。参加したいと思った時がスタートです。 
（問合せ） URL: http://afsa.ecis.nagoya-u.ac.jp/~ace/ 
 

 NUFSA 名古屋大学留学生会 
（Nagoya University Foreign Students Association） 

 名古屋大学の留学生や一般学生など多様なメンバーで構成されている留学生会で、名古

屋大学で学ぶ留学生が楽しく留学生活を送れるようサポートしたり、国際交流イベントを開催

しています。参加をお待ちしています！ 
（問合せ） E-mail: nufsa@googlegroups.com 
 

 名古屋大学国際学生フォーラム IF@N 
（The International Forum at Nagoya University） 

 IF@N（名古屋大学国際学生フォーラム）は、名古屋大学に通う学生が、英語・日本語で自

由に、活発に討議を行い、国際理解・相互理解を深めていくために組織された国際学生フォ

ーラムです。実行委員は学生フォーラムで行われるディスカッションのテーマ設定、広報、フ

ォーラム当日の運営、報告書作成など全ての面で携わり、一から学生フォーラムを作ってい

きます。 
（問合せ） 留学生センター アドバイジング・カウンセリング部門 （IB 電子情報館西棟 7 階 739 号室） 

E-mail: isa@ecis.nagoya-u.ac.jp 



 

 

 

 

 

スモールワールド・コーヒーアワー 

Small World Coffee Hour 



Small World Coffee Hour 

2011 年度 活動報告 

 

総合文責：林佑美枝 

 

1 団体紹介                        文責：林佑美枝 

Small World Coffee Hour はイベント「Small World Coffee Hour」（以下、コー

ヒーアワーと省略）を企画・運営する団体である。外国人留学生や日本人学生に新

しいつながりを作る場を提供することを目的として、2005 年後期に発足した。以

後、アンケートを実施してイベント内容に工夫を凝らし、活動記録のテンプレート

を作成して組織運営を円滑化することで、イベントだけでなく組織としての規模も

大きくなってきた。2011 年度は、イベント内容をより一層充実させることに重点

を置いて活動してきた。 

 

 1.1 理念 

  外国人留学生や日本人学生をはじめとする、さまざまな文化的背景を持つ人た

ちに、学内での交流の場を提供することである。本年度は「新生 CoffeeHour：一

体感&挑戦」という目標を掲げ、活動を行った。 

 

 1.2 特徴 

  ・有志の学生が中心となって活動を行っている。 

  ・誰でも参加可能なオープンなイベントを、各学期 3 回、月に 1 度のペース 

で企画・運営している。参加に際し、事前予約や登録は不必要である。 

  ・イベントごとに、参加者同士が話すきっかけとなるような、日本や世界につ 

いてのテーマを設定している。 

  ・参加者にリラックスした雰囲気の中でアクティビティやゲームを楽しんでも 

らえるよう、コーヒーとお菓子を提供している。 

 

1.3 メンバー構成 

石黒孝知（工学研究科 1 年）   喜田豪（工学研究科 1 年） 

林佑美枝（文学部 4 年）   矢地祐輔（教育学部 4 年） 

生田真理（教育学部 3 年）   李スリ（経済学部 3 年） 

伊藤しおり（教育学部 3 年）   伊藤舜（工学部 3 年） 

江尻明日香（教育学部 3 年）   芹澤裕子（工学部 3 年） 

服部景（理学部 3 年）   後藤菜々（教育学部 2 年） 



高橋美希（教育学部 2 年）    長江祐樹（工学部 2 年） 

松本尚己（工学部 2 年）    Frank Ross Galka（NUPACE） 

他 1 名 

 

2 活動紹介                        文責：林佑美枝 

2.1 準備について 

  【ミーティング】 

  毎月 2~3 回の頻度で行い、企画シートをもとにして、その月のコーヒーアワ 

ーのテーマや内容、役割分担、会場のレイアウトなどを決めている。各ミーテ 

ィングでは議事録を作成し、メーリングリストに流して情報を共有している。 

また、議事録やポスター、資料、写真などの保管場所として、名古屋大学 SNS 

「MINT」のコミュニティファイルを活用している。 

【広報活動】 

  半期計画のポスターと各回のポスターを、各学部および研究科・留学生センタ 

ー・生協・食堂などに掲示した。また、留学生相談室から学内の留学生担当者 

に依頼し、イベント告知のメールを流してもらった。 

 

 2.2 コーヒーアワーについて 

  【当日の動き】 

    15:30~ 留学生相談室にてコーヒーを準備 

    16:00~ 留学生センターで企画シートに従い会場設営開始 

    16:15~ 受付開始 

    16:30~ コーヒーアワー開始（すぐにアクティビティまたはゲーム開始） 

        途中、適宜 Free Conversation Time を設定 

    18:00~ 終了・片づけ 

    18:30~ 振り返りミーティング 

  【本年度の工夫点】 

  ・イベントの内容に広がりを持たせる 

   →さまざまなテーマを扱う 

→留学生センター以外の施設をイベント会場とする 

  ・「つながり作り」のきっかけになるようなテーマ設定をする 

   →単にゲームを行うのではなく、交流型のアクティビティを設定し、そこか 

ら会話を広げてもらえるようにする 

 

 



3 年間行事記録 

【4 月のコーヒーアワー】                 文責：矢地祐輔 

「自己紹介ビンゴゲーム/Self Introduction Bingo Game」 

・日時・場所：4 月 28 日（木）16:30~18:00・留学生センター1 階ラウンジ 

・参加人数：約 80 人 

・イベント概要 

新学期最初のコーヒーアワーの恒例となっている自己紹介ビンゴゲームを

今回も実施した。ビンゴシートの各マスには質問が書いてあり、参加者は最初

に自分の答えを書き込む。その後、他の参加者に質問をして、自分の答えと同

じ回答を得られればサインをもらってマスを埋め、ビンゴを作るというルール

である。ビンゴシートは、5×5 の 25 マスで表面に日本語、裏面に英語を印刷

し、日本語に自信がなくても取り組めるように工夫をした。「誕生日は何月？」、

「犬と猫、どっちが好き？」という一般的なものから、「納豆は好き？」とい

った日本食や日本文化に関する質問も用意した。初対面の人同士でも話が盛り

上がりようにバラエティに富みながらも、かつプライベートに入り込みすぎな

いように、質問の内容・バランスを考慮した。2 つ以上のビンゴが完成した人

には、先着順で景品をプレゼントした。また、今後の参考にするためにビンゴ

シートの下部にアンケートを付け、所属や学年、コーヒーアワーに来たきっか

けなどを調査した。 

・実施した感想 

新学期最初のコーヒーアワーということもあり、多くの参加者があり盛り上

がった。参加者がおしゃべりをしている姿が常に見られ、多くの人が打ち解け

ている様子が感じられた。参加者の人数や様子から、イベントの目的は十分達

成できたと言える。 

・気づいた点(改善点など) 

何度も参加くれている人からは、また自己紹介ビンゴか、という声も聞かれた。

自己紹介ビンゴは、新学期のアイスブレーキングゲームとして有効だが、新し

い企画や更なる工夫が必要だと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 



【5 月のコーヒーアワー】                 文責：高橋美希 

「トランプ大会」 

・日時・場所：5 月 27 日（金）16:30~18:00・留学生センター1 階ラウンジ 

・参加人数：約 80 人 

・イベント概要 

トランプの神経衰弱を 2 人 1 組になり、6 つほどのグループに分かれて行な

った。2 人 1 組で、且つグループでゲームを行うことにしたのは、初めて出会

う人とコミュニケーションを互いにとることができるようにするためであり、

トランプ大会でゲームを通して仲を深め、楽しんでもらうことが目的である。 

・実施した感想 

参加者が予想の 60 人を超える大盛況の 5 月イベントとなった。スタッフ全

員も協力して仕事にあたることができ、またコーヒーアワーの内容としてトラ

ンプ大会を行なうのは初めての試みであり、今年度の一つの目標であった「挑

戦」を形にできた。それぞれのグループでゲームを通して楽しんでいたり、仲

間のペアで話が盛り上がっていたりという様子が見られて良かった。トランプ

大会が終わった後のフリートークも、ゲームを通じて打ち解けたのか、人数が

多かったからなのか、終始賑やかな様子で非常に良いコーヒーアワーであった。 

・気づいたこと(改善点など) 

ゲーム形式にしてしまうと、途中参加の方がゲームや会話に入りづらい状況

となってしまうため、スタッフがある程度ついているなど工夫が必要である。

また、トランプのルール説明を全体に上手く説明できるように、スタッフをグ

ループの担当をあらかじめ 1 人ずつ決めたり、ルール説明を日本語英語表記の

ものを用意したりする必要があった。また全回を通じて言えることであるが、

人数を事前に把握することが難しいので、予想以上に多くの参加者が来て頂い

た場合でも、対応できるように想定して準備すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【名大祭フリーマーケット】                文責：石黒孝知 

・日時・場所：6 月 4 日（土）、5 日（日）・名古屋大学文学部棟前 

・目的：リユース、活動資金集め 

・概要 

名大祭において、CoffeeHour、HELPDESK、Language Shower、留学の

とびらの４つの国際交流団体が合同でフリーマーケットを行った。 

・売上金額：¥38,820 

・実施した感想 

    不用品の回収から、値付け、販売まで４団体がとても綿密に協力して進める 

ことができた。そして、この活動後、団体を越えたスタッフの人材交流ができ、 

活動資金を得るだけでない非常に有意義な機会となった。 

・気づいた点(改善点など) 

   毎年、名大祭の実施日程が６月上旬で、とても暑く、熱中症になりやすいと 

感じた。帽子、水分補給が欠かせないと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【6 月のコーヒーアワー】                  文責：服部景 

「Coffee Hour 縁日☆」 

・日時・場所：6 月 30 日（木）16:30~18:00・留学生センター1 階ラウンジ 

・参加人数：約 70 人 

・イベント概要 

日本の夏祭りの雰囲気を再現した。ヨーヨーつりやたません、折り紙の  

コーナーを設けたり、あやとりを体験してもらったりすることで、日本文化に

触れながら交流できるような場を目指した。 

 ・実施した感想 

参加者それぞれのペースで楽しんでいるようだった。みんなで一斉に一つの



ことを行うのでなく、個々のブースを設けたことで、一人一人が楽しめたので

はないかと思う。特にたませんのコーナーは好評で、材料を刻んだり熱を加え

たりする必要のない日本の庶民的な食べ物を提供するのはいいアイデアだっ

たと思う。 

・気づいた点(改善点など) 

ヨーヨーのゴムの部分の結び方が工夫できておらず、すぐにほどけてしまっ

たりすることが多かった。事前にメンバーの間で一度予行演習をできたら良か

ったかと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月のコーヒーアワー】                 文責：後藤菜々 

「自己紹介ビンゴ」 

・日時・場所：10 月 27 日（木）16:30~18:00・留学生センター1 階ラウンジ 

・参加人数：約 60 人 

・イベント概要  

自己紹介ビンゴには、ビンゴシートに数字ではなく自分への簡単な質問が書

いてある。参加者は質問に答えたあと、自分と同じ答えの人を探し、見つけた

らビンゴを埋めることができる。ビンゴを埋めていくことを通して、参加者同

士が交流を深めることが目的である。 



・実施した感想   

参加者は誰かに質問をしないとビンゴを埋めることができないので、初対面

の人同士が話しかける良いきっかけとなったと思う。どの参加者も会話が弾ん

でいる様子であり、イベント終了時まで多くの人が交流を楽しんでいた。今後

も参加者同士の交流のきっかけとなるようなテーマを設定していきたい。 

・気づいた点(改善点など) 

    会場の一部分に人が密集してしまっていたので、会場のレイアウトを考える 

べきであった。また、ルールを理解しきれていない参加者がいたので、より詳 

しく、分かりやすい説明を心がける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【11 月のコーヒーアワー】               文責：伊藤しおり 

「紅葉狩り&しおり作り」 

・日時・場所： 11 月 24 日（木）16:30~18:00・留学生センター1 階ラウンジ、 

博物館野外観察園（以下、野外観察館と省略） 

・イベント概要 

  最初に、野外観察園に紅葉している葉を取りに行った。その後、取ってきた 

葉の中からいくつかの葉を選び、千代紙やペンで台紙をデコレーションし、ラ 

ミネートしてしおりを製作した。 

・参加人数：約 40 人 

・実施した感想 

留学生の方にとって、しおり作りは初めてで興味を持ってくれる方が多か 

った。しおり作りだけでなく葉を取りに行けたのも良かった。寒い中、紅葉の

葉を取りに行く際も皆でまとまって行動できた。会場の机の配置を、円のよう

にした為、参加者が顔を見合せながら作業することになり、必然的に温かい雰



囲気になった。又、作業の際に使用するハサミやのり・台紙などの貸し借りを

近くの人とお互いにしあえる姿が多くみられて、初めて会った方でも参加者同

士、よいコミュニケーションがとれていた。しおり作りに挑戦した後、coffee

やスナックを囲んでいて、時間の配分のバランスが良かった。 

・気づいた点(改善点など) 

     しおりづくり・イベントの進行をスタッフが把握しきれていなかった。事前 

ミーティング、役割などを明確にすべきだった。しおり作りは初めての方が多 

かったので作り方などを表などに示すとよかった。また、もっとより多くの人 

に告知できればよかった。さらには、各自が作ったしおりを展覧会のように、 

皆で観賞しあえるとより良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【12 月のコーヒーアワー】                文責：芹澤裕子 

「日本の習字を体験しよう！」 

・日時・場所：12 月 15 日（木）16:30～18:00・留学生センター1 階ラウンジ 

・イベント概要 

参加者の皆さんに習字をしてもらい、自分の作品で気に入った作品をヒモと

クリップを用いて展示してもらう。付箋紙を一人につき 3 枚渡し、よいと思っ

た作品に投票してもらう。その中から得票数が最も多い上位 3 名を選出し、景

品を渡す。 



・参加人数：約 50 人 

・実施した感想 

多くの参加者が積極的に習字に取り組んでくれたので楽しんでもらえたと

思う。習字が初めてだというには、周りの参加者が教えてあげたりしてとても

よい交流になったと思う。最後の投票もそれぞれの個性のある作品がたくさん

展示されたので、おもしろかった。 

・気づいた点(改善点など) 

作品を作った後にみんなで鑑賞したりする機会を設けたことで、最後まで盛

り上がり、全体の流れのまとまりもよかったと思う。11 月のコーヒーアワー

では音楽がかかっていなくて少し寂しい印象を受けたが、今回は音楽があった

ため雰囲気もよかった。音楽は雰囲気作りに必要だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 コーヒーアワーで大切にしていること・来年度への抱負 

● 今年度のコーヒーアワーは新しい仲間と、新しい試みが多くできました。そして今

後、留学生の増加が見込まれることから、こういった活動の重要性がさらに増 し

てくると思います。これからも、イベントを通して少しずつ着実に交流の輪を広げ

ていきたい。（石黒） 

● コーヒーアワーを企画・運営することで、留学生を含むたくさんの人々と出会い、

たくさんのことを学ぶことができました。また、参加者の一人としてイベントを楽

しむこともできました。これからもコーヒーアワーが、たくさんの人々を結ぶ楽し

い場として、さらに発展していくことを願っています。（矢地） 

● スタッフも参加者も毎回異なる中でのイベントの企画・運営を通して、非常に多く

の人と交流することができました。その中で、参加者は一人一人異なる希望や目的

を持ってコーヒーアワーに来てくれていることを知り、毎回その多様性に驚くばか

りでした。これからも、コーヒーアワーがその「違い」に寄り添えるような場であ

ればいいなと思っています。（林） 

● 自分がなかなか時間を上手に使えず、活動に参加できないなど、みんなに迷惑をか

けてしまいました。私が活動の中で素晴らしいと感じたのは、みなさんの時間の有

効的な使い方、リーダーシップの取り方です。少ない時間で、どんどんアイデアを

出し、リーダーが上手くまとめ、企画を作っていく。私も、来期から積極的に参加

し、きてくれたみんなが楽しんでくれる企画を考案していきたいと思います。（生

田） 

● まだ入ったばかりですが、スタッフになる前から参加していたコーヒーアワーの活

動にスタッフとして参加でき嬉しく思います。誰でも、自由に国際交流ができる場

というのは、とても魅力的だと思うので、これからも和気あいあいとしたコーヒー

アワーであれたらと思います。より多くの人に活動を知ってもらい、参加してもら

えるよう頑張りたいです。（伊藤し） 

● ぼくは部活をやりながら、コーヒーアワーに参加しました。忙しくて活動できない

ことがほとんどでしたが、メンバーはそのことを理解してくれて本当に嬉しかった

です。どんな人でも受け入れる多様性はコーヒーアワーの魅力だと思います。（伊

藤舜） 

● まだ入ったばかりなので分からない事だらけですが、たくさんの人と交流すること

ができ、スタッフになってよかったなと思います。これからは企画などにも関わっ

ていけるように頑張りたいです。（芹澤） 

● 4 月から活動に参加していますが、スタッフを含めたコーヒーアワーの温かい雰囲

気が大好きです。これからもたくさんの人に楽しい国際交流の場を提供できるよう、

積極的に活動に参加していきたいです！（後藤） 



● 初めて活動に参加しましたが、コーヒーアワーは国や年齢関係なく人と人が出

会える素敵な場であると実感しました＾＾楽しかったです！出逢いの機会作

りをこれからも携われたらと思っています！（高橋） 

● 個人的にはイベント当日になかなか参加できなかったので、来年度こそは、ミ

ーティング・本番ともに力になれたらな、と思います。（長江） 



 

 

 

 

 

 

 

ヘルプデスク 

Help Desk 



2011 年度 Help Desk 活動報告       総合文責  新村友美 西川紗也子 
 
Help Desk（以下、ヘルプデスクと記載）とは、名古屋大学の留学生が学校生活を快適

に過ごせるように手助けをするサポートデスクである。留学生センター（以下、ECIS
と記載）にデスクを設置し、留学生からの質問に対応したり、相談に乗ったり、おし

ゃべりを楽しんだりしている。また、メンバーの提案によってイベントを開催し、日

本人と留学生との交流を促進している。 
 
【1】Help Desk とは 
＜活動目的＞ 
・名古屋大学の留学生の日本での生活をサポートする 
・留学生と日本人学生との交流を促進する 
 
＜活動内容＞ 
・留学生が名古屋大学に到着した際のサポート（出張ヘルプデスク） 
・ECIS において留学生の質問や相談の受け付け（通常ヘルプデスク） 
・各種イベントの実施（夕食ツアー、買い物ツアー、花火大会など） 
・ミーティングの実施（メンバー内での意見交換や交流、反省会） 
 
＜対象＞ 
・名古屋大学の留学生（主に渡日直後の新規留学生） 
 
＜年間活動＞ 
3 月 前期ヘルプデスク準備開始 

4 月 出張ヘルプデスク、通常ヘルプデスク、夕食ツアー、買い物ツアー 

5~8 月 各種イベント、説明会開催 

9 月 後期ヘルプデスク準備開始、出張ヘルプデスク、通常ヘルプデスク、 
夕食ツアー、買い物ツアー 

10 月 通常ヘルプデスク 

11~2 月 各種イベント、説明会開催 

 
 
 
 
 
 



【2】2011 年度 Help Desk 活動概要 
 

◎出張ヘルプデスク  

日時：（前期）4 月 4 日 （後期）9 月 26 日 
場所：国際嚶鳴館（留学生の寮）1Ｆロビー 
 
活動内容： 
新規留学生の入寮日、最寄り駅（八事日赤駅、名古屋大学駅）で留学生を出迎え、

嚶鳴館の入寮手続きの場へと案内。また、嚶鳴館のロビーで留学生と日本人が交流し、

留学生の友達作りの場となっている。 
 

◎買い物ツアー  

日時：（前期）4 月 5 日（後期）9 月 27 日 
場所：ジャスコ八事店 オレンジ 100 円均一ショップ 
 
活動内容： 
 日本での買い物が初めてで不安、日本語しか書いていないからどれを買ったらいい

か分からない、という留学生の買い物をサポートするツアー。到着したばかりで日用

品が揃っていないため、ジャスコや 100 円均一に行き生活必需品等を購入する。毎回

嚶鳴館のロビーに集合し、八事まで徒歩で向かう。少し遠いが、その道中で留学生と

日本人がおしゃべりを楽しむコミュニケーションタイムとなっている。帰りは荷物が

多い留学生がいるため地下鉄を利用し帰ることもある。留学生と日本人が買い物を通

してお互いの文化の共通点や相違点を教え合ったり楽しんだりするツアーである。 
 

 

◎夕食ツアー  

日時：（前期）4 月 4 日 （後期）9 月 26 日、27 日 
場所：（前期）学食  

（後期）9 月 26 日→ 嚶鳴館 1Ｆロビーでピザパーティー 
     9 月 27 日→ 理系学食ダイニングフォレスト 

活動内容： 
 到着したばかりの留学生は、どこでどんな食事ができるのかが分からない。そのよ

うな不安を解消すべく、ヘルプデスクのメンバーが到着後 2 日間ほど夕食ツアーを開

催する。 



[前期][後期]：学食ツアー 

名古屋大学の学生食堂を知ってもらうために学食ツアーを開催。留学生が大学生活に

おいて頻繁に利用する名古屋大学の学食の案内と、留学生と日本人の交流を兼ねた。

大人数で学食をほぼ貸し切り状態にしなければならないため、事前に予約等をしなけ

ればならない。また、ベジタリアンの留学生や、ハラールフードが必要な留学生がい

ることを考慮しなければならないというのが今回の反省点であった。 
 
[後期]：嚶鳴館にてピザパーティー（今年初）  

嚶鳴館のロビーを借りてピザパーティーを開催。立食パーティー形式で、参加者は食

べたり友達を作ったり、楽しいひと時を過ごした。このケータリング式の夕食ツアー

はヘルプデスク初の試みであったが、到着後疲れている留学生がわざわざ遠くのレス

トラン等に歩いて行く必要もなく、多くの留学生や日本人から高い評価を受け、大成

功となった。今後もこのケータリング式の夕食ツアーは続行すべきという意見がメン

バー内で多かった。しかし一方で、留学生＋日本人の大人数の食事を確保するのは非

常に難しく、この点に関しては今後対策が必要と考えられる。 

 

 



◎通常ヘルプデスク 

日時：留学生到着後、4 月と 10 月の 1 ヶ月間。10 時~17 時 
場所：ECIS 1Ｆロビー 
 
活動内容： 
 留学生の相談デスクとして、授業の登録の仕方や国際電話のかけ方など、様々な質

問や相談に対応する。特に質問がない場合でも留学生が気軽に立ち寄って日本人とお

しゃべりを楽しんだり日本語会話を練習したりする留学生と日本人の交流の場を作っ

ている。今年度も、前年度から受け継がれている Q&A 集を活用し、留学生の多様な質

問に対応した。  

 

◎ミーティング 

日時：ヘルプデスク期間中＋適宜必要時にメンバー内で声をかけ合い実施 

 

活動内容： 

 昨年度までは、ランチミーティングとして称されていたメンバー内ミーティング。

通常ヘルプデスク開設期間は原則として 2 週間に 1 回、留学生からの質問等の報告会



を兼ねて実施。ヘルプデスク開設期間外も、必要時にメンバー同士が声をかけ合い実

施している。夕食ツアーや買い物ツアーの反省会、イベントの企画、運営方針などを

話し合い、メンバー同士の交流と意見交換の場となっている。今年度からヘルプデス

クのメンバーが増えたため、今後もメンバー内のコミュニケーションの希薄化を防ぐ

ためにもミーティングは重要であると考えられる。 

◎各種イベント 

ここ3年ほど、他の国際交流グループと合同で名大祭にフリーマーケットを出店し、

その収益の一部を用いてイベントを自主的に企画運営するようになった。これまでに

バーベキュー、花火大会、ビアガーデン、回転寿司等のイベントを行ってきた。メン

バー、留学生ともに増加傾向にあり、交流の機会を増やすのは大変有意義である。今

後もヘルプデスクの良さを活かし、留学生の興味関心を汲み取りつつ、多様なイベン

トを開催していきたい。 

 
  



 



◎Help Desk メンバーからの声 

 

・外国人と一緒にいることが普通になりました 

 

・いつの間にか Help Deskに入っていたという感じでしたが、気がついたら留学生や、

そこにいる日本人のメンバーという自分の今までといは全く違う考え方や世界を知る

ことが出来ました。 

 

・日本人同士のつながりを強くすることが課題！ 

 

・「留学生と友達になれたらいいな」という軽い気持ちで参加しましたが、実際にヘル

プデスクの活動を通して留学生と関わる中で、様々な問題もあり、他のメンバーと協

力して物事に取り組むことは難しいなと実感しました。ミーティングの毎に課題が見

つかり、ヘルプデスクの運営の仕方について多くのメンバーが頭を悩ませていたと思

います。ある時には、そもそもヘルプデスクは必要なのかという根本的な問題に突き

当たったこともありました。しかし、それ以上にヘルプデスクにいて楽しい事がたく

さんあります。ECIS に来るようになって、日本人や留学生の友達もでき、他国の文化

や外国語に触れる機会が多くなりました。また、国際的な問題や、日本とほかの国々

の関係を考えるようにもなりました。ECISはもう僕の家だと思っています。 

 

・留学生と仲良くなりたいと思って飛び込んだ Help Desk。気付いたら、留学生はもち

ろん、日本人の仲間もたくさん出来ていました。国籍も学年も性別も歳も関係ない、

Help Deskを通して出会った仲間は一生の宝物です。 

 

・留学生と交流できるだけではなく、日本人も含めた国や年齢の壁のない交流ができ

ました。その中で自分とは異なった様々な物の見方や考え方に触れることができ、楽

しみながら新しい経験ができます。 

 

・ヘルプデスクは大学内のさまざまな人に開かれたきっかけの場です。留学生のサポ

ートを通して、自分自身も楽しみ、たくさんの発見が得られる環境であると思います。

これからもこの団体の良さを活かして、メンバーが主体的に考え協力し、国際交流へ

の思いを形にしていってほしいです。 

 

 

    



 

 

 

 

 

ランゲージシャワー 

Language Shower 



Language Shower ランゲージシャワー 
 

【１．学生ファシリテーター構成】 
 
加藤侑也（経済学部2年） 
牧  伸治（経済学部４年）   
添田幸宏（工学研究科博士前期課程1年) 
永井哲郎（理学研究科博士後期課程2年）        他５名、合計９名   

                                            
 

【２．ランゲージシャワーについて】 
 
プログラム立ち上げの背景： 
学内では様々な国際交流プログラムへの参加や外国語で開講されている授業の
履修などにより、外国語に触れる機会があるが、「自信がない」、「自分にはレベル
が高すぎる」と感じている人もいる。また、第二外国語として勉強してきた、あ
るいは留学を経験した人達が、習得した言語をもっと使いたいと、その機会を探
している場合もある。そのため、誰もが気軽に参加でき、“間違っても良いから、
とにかく外国語で聞き、話し、ディスカッションする”機会を提供しようと、2007
年度に留学生センターワークショップの“世界の言語・文化を学ぶ”一セッショ
ンとして開催された。2008年度からは、引き続き同ワークショップの一環として
提供しているが、プログラム名をランゲージシャワーとし、学生ファシリテータ
ーが主体となり、セッション企画、運営及び実施を定期的に行っている。 
 
特徴： 
ランゲージシャワーは、参加者を同じ言語で１グループ４～５名に分け、用意
されたゲームや身近で話しやすいテーマを、その言語で練習しながら楽しむもの
である。各グループには、会話を盛り上げるなど、コミュニケーションを助ける
役割の学生ファシリテーターが１名以上加わる。 
学生ファシリテーターは、プログラムの企画、運営、実施を行なうが、各言語
レベルは問わず、参加者と一緒に言語を練習しながらコミュニケーションを楽し
むことができる。また、グループでの役割だけでなく、セッション全体の司会・
進行にも挑戦できる。 



   プログラムは、練習したい言語を第二外国語などで履修し、基礎レベルを有し
ている人が主な参加対象者と位置付けており、中級レベルでの学習をすでに終え
ている参加者には、他の参加者のコミュニケーションを助ける役割を担ってもら
うことを期待している。 
英語以外の外国語は、英語と比べ学習期間が短く、語彙数も少ないため、英語
と同レベルのゲームやフリートーキングをすることは難しい。しかし、中国語の
ように日本人であればその意味を理解できる漢字で表記されるという強みもある。
これらのことを考慮し、中国語グループでは、特に間違いを気にせず、まずは話
してみると、案外通じるものだという体験をし、中国語を話すことに対する恐怖
感を軽減することを目的の一つとするなどしている。 
また、可能である限り、その言語を母語とする、あるいは得意とする学生をプ
ログラムの「言語サポーター」として講師依頼し、分からない／間違って使用し
ている単語や表現を直してもらう。 
 
＊2011年度はGaudre Trainyteさん(NUPACE生) 他１名が英語を、王玉傑さん
（情報文化学部研究生）他 2名が中国語で言語サポーターとして、プログラムを  
支援してくれた。 
 
 

【３．学生ファシリテーターの活動について】 
 
2011年度実施概要： 
   形成した言語グループは英語、中国語、日本語だが、グループの言語にかかわ
らず、学生ファシリテーターメンバーとプログラムコーディネーターで事前打合
せを数回実施し、その後メールでの意見交換や、セッション資料の準備を適宜行
った。また、言語サポーターとなる留学生とも適宜セッション内容について確認
を取り合った。 
前期は、前年度に実施した内容をベースに意見を出し合い、初めて活動するメ
ンバーにとってはセッションでファシリテート体験をしながら学ぶ機会となった。 
後期、英語グループは、各セッション担当を決め、担当メンバーが実施内容を
提案し、各セッションの司会・進行を務めた。 
中国語グループは、中国や台湾へ留学予定のメンバーが前期にファシリテータ
ーとして活躍し、後期は主に留学生の言語サポーターによりセッションを実施。 
 

    各セッション概要は、【４．2011年度公開セッション記録一覧】を参照。 



学生ファシリテータの意見・感想 

 
活動参加目的： 
・ 英語は必ず将来必要となるが、普段英語を使う機会がなく、ぜひ練習したいと
思ったため。 

・ 英語や国際交流に関心があったが、講義以外で実際に英語を使う機会が少ない
ため、英会話の練習がしたいと思い参加。 

・ ７月の台湾でのサマースクール、９月からの南京大学での交換留学を控え、知
人に誘われ、中国語を話す・聞くことに慣れるために参加。 

・ 英語を使ってみること。留学生など海外の人と話すこと。他学部の人と話すこ
と。 

・ 英語を定期的に使用すること。日ごろの学生生活では、英語を使用する機会が
限られてしまうため（もちろん、読み書きの場は多くあるが）、継続的に会話を
トレーニングすることは容易でない。LSは英語でコミュニケーションを取る上
で、大変有意義なものであろうとの思いがあった。また、LSに参加する方々の
多くは、院生や留学生であるため、学部生とは異なったものの見方や体験に触
れることができることも、参加目的のひとつであった。 
 

実際にセッションで自分がやってみたこと： 
・ 学生ファシリテーターのメンバーとゲームを計画。 
・ セッションのテーマ選び・資料作り・司会進行。 
・ ウソ付き自己紹介、クロスワードパズルを作るセッションにファシリテーター
として参加。 

・ 中国語ファシリテーターとして参加したが、６月の全３回の活動では、ファシ
リテーターとしての役割は特になく、言語サポーター、中国人留学生に話す・
聞くのサポートをしてもらいながら、自分のやりたいこと（主に旅行中に撮影
した写真の説明）をやらせてもらった。参加者も毎回よく知っているメンバー
で話しやすい雰囲気がよかった。 

・ 参加者自身に関する事柄について相手に伝える・相手から聞き出すという目的
で、一対一形式での会話を実施した。具体的には、事前に話のネタとなる質問
を幾つか記入したハンドアウトを用意し、参加者が会話に困ったらこれを参照
して欲しいと伝えた。ハンドアウトで用意した質問は、５W1H を使用するもの
がほとんどであり、これにより参加者自身が必然的に会話をしなければならな
いような状況を作り出すことを狙いとした。 



活動してみて発見したこと： 
・ 単なる会話ではなく、英語で司会をするのが非常に困難なこと（英語の能力だ
けでなく、場の雰囲気を導いていくこと）。 

・ 「こんなこと、自分の英語力じゃ表現できない」と思うことでも、意外と自分
が知っている英語で表現できることが多かった。言葉だけでなく、ジェスチャ
ーを使ってうまく伝えることができたのも印象的だった。 

・ 何もない状態で、「さぁ、話して！」って言うよりも、写真などを見せながら、
その時の状況などを話す方が話しやすい。さらに活動に参加してくれた中国人
留学生はゆっくり話してくれて、聞き取りやすかった。中国語を話す練習だけ
でなく、例えば、日本と中国で同じことわざでも、その内容が違っていたり、
そういう文化の違いを知ることもできた。 

・ 司会進行の難しさ。リスニングとして使用したインタビューの非英語ネィティ
ブ話者の英語に対する参加者の評価が思ったよりも別れなかったこと（みんな
好意的であった）、ディスカッションが意外な方向へ行ってしまうこと。 

・ グループ内で能力差があるときの対応が難しい。 
－あまり止めてはできる人が詰まらない 
 －あまり早く進んでは、できない人が参加できない 

・ 視野が広がったように思えることである。LS の参加者は、各々出身国、専攻、
興味関心分野がバラバラなため、彼らは様々な情報を英語という形で与えてく
れた。そのため、彼らへの理解、文化様式の違い、留学生が抱える思い、様々
な分野への見識が深まった。また、このような情報のおかげで、日頃から、彼
らに関連する情報が自然と目に留まるようになった。会話のネタになり得るも
のを探したり、日本文化についての情報を集めたりするような習慣がついたよ
うに思う。これは同時に、LS内で、会話の相手に応じた話題作りにも繋がった。 

・ 実際のセッションでは、中国語の知識を得たい参加者と、正しい言い方を教え
てあげたい言語サポーター双方の思いから、授業と変わらないような状態にな
った時もあったが、中国語を口に出すということが、少しは身近になったので
はないかと思われる。言語サポーターをしてくれた留学生は、ボランティア精
神が旺盛で、作り手としても非常に活躍してくれた。 
 

活動やプログラムの課題： 
・ いかに、なるべく多くの人が外国語で話しやすい環境を整えるか。 
・ どうしても講義の日程や、サークル活動などと予定が重なってしまい参加でき
なかった。運営する人数や参加者のことも考慮すると、複数日行うのは厳しい
が、日程調整が課題だと思う。また、活動の認知度が低く、「英語を使う」とい



うだけでアレルギーを感じてしまったり、難しいと思ってしまったりする人も
多く、参加者が増えていかないことだと思う。 

・ ６月の活動で感じたことは、中国語班の人数の少なさ。ファシリテーターを任
せられる人・中国語班に参加する人が少ないということ。実際６月の活動に参
加したメンバーのほとんどは、同期の留学仲間などで、始めて会う人はいなか
った。逆にそのようなメンバーだからこそ、参加者の中国語のレベルもほぼ同
じで、さらに話しやすい雰囲気も生まれたが、初めての人には参加しづらいも
のだったかもしれない。 

・ 中国語班では、英語班と違って初めて参加する人に「○○について話して！」
のようにスパルタ式で進めるのは不可能なので、例えば、○○という表現を紹
介し、それを使って会話するといった、初めての人でも気軽に参加できると感
じられるものを作る方がよいと思う。一定の参加者がいてはじめて、自由に話
す、英語班のようなゲーム形式で中国語を学ぶことができると思う。 

・ 中級レベルの少人数制で進めた方が、参加者の中国語力向上には役立つと思う
が、より多くの人に中国語に触れてもらい、中国語に興味を持ってもらうこと
が、ＬＳ中国語班の目指すべきものだと思う。 

・ アイスブレイキングをどうやるか。どうやって、喋りやすく居心地の良い空間
にしてしまうかは、意外と難しい。 
ゲームは楽しい。面白い。でもずっとゲームだと、飽きる参加者も居るかもし
れない。（ただし、タッチーでない常識的な範囲で真面目な話題を選んだとして
も、気軽に話せない可能性はありテーマや内容の選択は難しいと思う。その際、
会の進行も大変となる。） 
知っていることを使うのも大事だが、新しい内容も学んで使えるとより良いか
もしれない。 

・ 課題としては、日本人学生と留学生との交流が考えられる。全体的な傾向とし
て、日本人学生は英語・中国語のプログラムに、一方留学生は日本語のプログ
ラムに参加しやすい。LSは言語を実際に使う機会であるという点では評価され
るべきだと思われるのであるが、これを超えて、関係づくりという点からする
と、まだまだ改善すべきところがあるのかもしれない（ただ、これは他の国際
交流活動との関係も考慮する必要があると思われる）。 

 
今後の抱負： 
・ 英語で司会をこなせるようになりたい。 
・ 来期、活動に参加できるかわからないが、より活動の認知度が上がり、参加者
が増えていってほしい。 



・ 台湾でのサマースクール、中国での交換留学のため、６月の活動しか参加して
いない。帰国後は、ファシリテーターとして、参加者に楽しんでもらうこと、
留学中に役に立つと思った勉強法、こうやって言えばいいよ！というアドバイ
スするといった形で活動に関われたらいいなと思う。 

・ よりスムースな進行ができるようになりたい。 
・ LSは、定期的に外国語を使用する、異文化交流ができるという点で有用な活動
である。そのため、今期の反省点を活かしながら、より良いプログラムとなる
ように活動して行きたい。もちろん、個人的には英語に対する更なる努力が必
要であることは言うまでもないことであろう。 

 
 
＊＊ 言語サポーターからも一言！ ＊＊ 
このランゲージシャワーから、私はいろいろ勉強できました。中国に興味を持って

いる方と会話して、国々の文化を交流でき、友達もできました。とても面白かった。

これから、このようなイベントにもっともっと参加したいです。 



【４．2011年度公開セッション記録一覧】 
 

 
＊７月12日の「水餃子を作ろう」は、学生ファシリテーターメンバーの親睦も兼ね、
学外の施設を借り、水餃子を作りながら、自由に会話を楽しんだ。 
 
 
 
 

日時 セッションテーマ 練習言語（参加人数） 
5月16日 
16:30-18:00 

嘘つき自己紹介（ランゲージシャワーを知っ
てもらうためのデモンストレーション） 

英語(11)、日本語(2) 
中国語(2) 

6月6日 
16:30-18:00 

リスニング＆リピテーション、ディスカッシ
ョン／嘘つき自己紹介（英語・日本語） 
フリートーキング(中国語) 

英語(28)、日本語(4) 
 
中国語(7) 

6月13日 
16:30-18:00 

クロスワーズのヒントを作る／イラストに
描かれている事を描写する（英語） 
フリート－キング：週末の過ごし方・お酒の
種類・PC用語(中国語) 

英語(35)、 
 
中国語(5) 

6月20日 
16:30-18:00 

マイクロ･ディベートに挑戦（英語） 
フリートーキング：生け花・電話・故事成語
(中国語) 

英語(16) 
中国語(3) 

7月4日 
16:30-18:00 

“Who am I？”ゲーム、Free conversation 
(英語) 
フリートーキング：李さんの富士山登山旅行
(中国語) 

英語(6)、 
中国語(4) 

＊7月12日 
17:30-19:00 

水餃子を作ろう(中国語／英語)  中国語(3)、英語(3) 

11月14日 
16:30-18:00 

You tube を使って、ネィティブ・非ネィテ
イブのインタビューを聞く(英語) 
自己紹介など(日本語) 

英語(10) 
 
日本語(9) 

11月21日 
16:30-18:00 

5W1Hを使ってインタビュー(英語／日本語) 
 

英語(12)、日本語(4) 
 

12月1日 
16:30-18:00 

イラストに描かれた「私」は何？(英語/日本
語) 
自己紹介(中国語) 

英語(12)、日本語(1) 
中国語(9) 

12月8日 
16:30-18:00 

想像力を駆使して物語を作り直そう!?(英
語) 
中国のお正月(中国語) 

英語(14) 
中国語(6) 



【５．参考】 
 

 
セッション開催案内ポスター(2011年度前期６月開催分)  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポスターは、口コミや、学内の各部局へ掲示を依頼したり、留学生センターのホーム
ページ（http://www.ecis.nagoya-u.ac.jp/exchange/workshop.html）内に掲載して広
報。 

 
 
 



 

 

 

 

 

留学のとびら 

Gateway to Overseas Studies 



留学のとびら 
2011 年度 活動報告 

 
（文責：黒田将平、佐藤拓磨、中原奏百亜） 

「留学のとびら」について 

 「留学」に興味・関心のある学生が主体となり、名大生の派遣留学を推進する団

体である。留学生センター海外留学室が母体となり、イベントを企画・運営すると

いう活動を通じて、多様な背景を持つ留学仲間をつくり、自立した団体運営ができ

るようになるためのファシリテーション手法を学べることが大きな特徴である。 

 

活動理念 

 一人一人が個性とリーダーシップを発揮し、互いの成長を刺激し高め合える団

体。そして、大学生活を充実させられるような笑顔あふれる団体。 

 留学の希望・願いを持ってきた名大生に、情報入手・交換の場を提供し、自ら

が見本となることで彼らのモチベーションを上げ、実行へ繋げていく。 

 

設立の経緯と活動の流れ 

 2009 年に留学より帰国した学生が設立した「留学のとびら」であるが、2010 年

より主要メンバーが卒業ならびに進学のため活動が難しくなった。そのため、海外

留学室が主体となり、2010 年 12 月に新たに 2 期メンバーを募集して再設立した

のが現在の「留学のとびら」である。 

 しかし再結成時の主要メンバーのほとんどは 2011 年度に留学する学生が占めて

いたことから、2011 年の夏に 3 期メンバーの募集を行った。そのため、2011 年度

だけを見ても主要メンバーが前期と後期で入れ替わったという経緯がある。 

 

2009.8 月   2010.3 月     2010.12     2011.夏   2012.2 月現在 

設立               再設立 

      進学・卒業      2 期メンバー募集     3 期メンバー募集 

 

 このような経緯から、この報告書では「2011 年度前期」「2011 年度後期」につ

いて別々に紹介して行く。 

 

2011 年度前期                               
メンバーについて 

 募集のため声を掛けたのが、主に 2011 年度に留学が決定していた学生、名大の



正規留学生、留学から帰国した学生であった。途中、入れ替わりがあるものの、15

名程度の学生が所属していた。そのうち中心となって活動したメンバーは 10 名弱

である。 

 

2011 年前期の活動について 

2010 年度に行われた「ファシリテーション研修」での学びを活かし、ミーティ

ングではメンバーが「ファシリテーター」役を交代で回し、体験を通じて団体運営

のスキルを高めた。 

新しく団体が立ちあがってから初のイベントを行うまでに約 6 カ月あったため、

フル機動するまで中だるみがあったり、ミーティング時間が短いため内容が決まる

までに多くの時間を要したこともあったが、最終的にはメンバーの一人一人が遺憾

なく力を発揮し、目標であったイベント来場者数 70 名を大きく越え、またこの 10

月の交換留学応募者数も大きく伸び、名大留学の推進に大きく貢献できたと言える。 

反省点としては、リーダーを立てた方がスムーズに団体運営ができたであろう

ことや、メンバーのほとんどが夏に留学してしまったため、このイベントをようや

く実施してみて得られた学びがすぐ次に活かせないことであった。 

 

実施イベント 

＜名大生のための海外留学フェア＞ 

イベント概要 

2011 年 6 月 22 日（水）15:15～18:00＠ベンチャービジネス・ラボラトリー 

内容： 

第一部：プレゼンテーション 

A. 交換留学決定学生による合格までの道のり 

 （応募までのプロセス、留学計画、語学対策など） 

B. 協定校からの留学生による母国と大学紹介 

 （現地情報、文化の違い、日本での生活など） 

C. 留学帰国学生による留学体験談 

 （現地での生活の様子、留学費用、留学による変化など） 

第二部：パネルディスカッション 

交換留学決定学生・協定校から名大への留学生・留学帰国学生に、よくあ

る質問のインタビュー 

第三部：フリートーク・ポスター発表 

 留学関係学生や、フランス政府留学局、IELTS、TOEFL 担当者が参加 

 



スタッフ人数：12 名 

来場学生数：107 名 

 

実施アンケートの結果 

回答者数：38 名 

上記各セクションに対する評価（1：「役に立たなかった」～5：「役に立った」） 

 

「交換留学決定学生による合格までの道のり」の平均スコア：4.51 

・いつからどのような準備や手続きをするか具体的な情報が欲しかった 

・まさに自分に言われているような心に刺さる言葉で良い刺激だった 

 

「協定校からの留学生による母国と大学紹介」の平均スコア：3.91 

・外国の大学の様子が見れて良かった 

・おもしろかったが自分の志望する国ではなかった 

 

「留学帰国学生による留学体験談」の平均スコア：4.84 

・ワクワクしてモチベーションが上がった 

・留学してきた人は自信があると思った。帰国後も社会への見方が変わってい

くんだということも分かった 

・トラブルがあるのを知り不安になったが、とにかくいろいろ楽しみたくなっ

た 

 

「パネルディスカッション」の平均スコア：4.04 

・留学する人の考えが聞けて面白かった 

・留学先の印象など、それぞれの行き先が違うため、聞いても仕方ないと思う

質問もあった 

 

「フリートーク・ポスター発表」の平均スコア：4.43 

 

参加後の留学意思の変化： 4.58（1：「弱くなった」～5：「強くなった」） 

・たくさん話を聞き、海外へ出て、自分の知らない世界を見たいという思いが

強くなった 

・具体的なイメージが湧いて海外への憧れが強くなったし勉強の話を聞いて自

分も頑張ろうと思った 

 



もっと知りたいテーマ上位４つ 

（17 票）TOEFL・IELTS などの語学試験対策 

（13 票）留学に必要な情報の集め方 

（13 票）留学国・大学・履修科目の選び方 

（13 票）留学の費用 

 

反省 

これまで学内における留学イベント来場者数が 60 名前後だったところ、107

名の来場者を記録した。メンバーの努力が反映された結果とも言えるであろうし、

学生の留学に対する興味関心が上がっていることの裏付けとも言えよう。 

イベントの内容であるが、全ての内容において、「やや役に立った」～「役に

立った」との回答がほとんどで、来場者の留学意欲をかきたてたイベントであっ

たと言える。 

意外だったのが、NUPACE 生による母国と大学紹介の評価が低かったことで

ある。アンケートの回答によると、学生はすでに行きたい国や大学をある程度決

めているようで、「海外の大学の様子が分かった」という意見よりは「自分には

関係ない話であった」と結論付ける意見の方が多かった。 

また、留学から帰国した学生の話には現地でのトラブルも紹介されたが、そ

れも含め留学を好意的に捉える学生が多かったことも興味深い。 

 

前期に活動したメンバーとイベント終了後の記念写真 

 



2011 年度後期                               

メンバーについて 

 上記「名大生のための海外留学フェア」にて、新メンバーの募集を行った。その

後も口コミなどで数が増え、後期だけで 25 名程が所属したものの、現時点で主要

メンバーとなっているのは 10 名強である（2011 年後期に留学中のメンバーは含ま

ず）。団体 SNS に登録していなかったり、音沙汰のないメンバーが多かったため、

再度メンバー再構成を行った結果、現在は 15 名となっている。 

 

2011 年度後期活動について 

 前期と大きく異なる点が、メンバーを「短期イベント班」「長期イベント班」に

分けたことである。実施イベントに要する準備時間の長さの違いを指すが、準備に

時間をかけ、できるだけ多くの学生来場者を集めるイベントの企画・実施を行うチ

ームは「長期班」に、そして比較的気軽に準備し実施できるイベントを行うチーム

は「短期班」に属することとなった。 

 ミーティングは長期班チームが毎週木曜日のお昼休みに、短期班チームは必要性

に応じてそれぞれ行い、全体として経過報告ならびに互いにフィードバックするた

めの全体ミーティングを月に 2 回行った。 

 

短期イベント班による実施イベント 

＜平成 24 年度交換留学応募学生のための模擬面接会＞ 

2011 年 11 月 2 日（水）14:45～16:15＠留学生センター301 号室 

対象者：平成 24 年度大学間協定校への交換留学派遣に応募した学生 

スタッフ人数：5 名 

参加学生人数：24 名 

内容：選抜面接で自分の力を発揮できるようにするため、学生同士で面接のシ

ミュレーションを行う。学生役や面接官役をそれぞれ体験し、客観的な視点を

取り入れることで、留学計画をさらに深めることが目的。 

 

感想・反省：イベント終了前に参加者に感想を聞く予定ではあったが、時間が

押してしまったため、参加者の率直な意見を聞くことができなかった。しかし、

直接話をした学生からは「勉強になった」という声が聞けたことが幸いである。 

 

＜ゲームで学ぶチャイ語教室＞ 

2011 年 12 月 22 日（木）12:10～12:50＠留学生センター201 号室 

対象者：全学の学生 



スタッフ人数：3 名＋企画学生の友人である中国人学生 

参加学生人数：6 名 

内容：初めて中国語を学ぶ学生にも楽しんでもらえるような内容を、ゲームを

通じて楽しく中国語に触れてもらう。 

 

感想・反省：アンケートによると、手伝いに来てくれた中国人学生も始め、参

加者は楽しんで参加してくれたが、参加人数が少なかったのが残念である。告

知を実施日の一週間前に始めたため、学生の認知度が圧倒的に少なかったと思

われる。 

 

＜日本を知り、日本を語る映画鑑賞会＞ 

2012 年 1 月 12 日（木）16:30～18:00＠CALE フォーラム 

対象者：全学の学生（特に NUPACE 生） 

スタッフ人数：6 名 

参加学生人数：19 名 

内容：日本文化として「交際」を題材とした短編映画を上映し、日本や各国に

ついての恋愛事情を語り、異文化理解を深める。 

 

感想・反省：NUPACE 生の多くが授業のある日時に実施となり、少ない参加人

数を覚悟していたが、飛び入り参加が多く助かった。しかし持ち込んだ PC が

プロジェクタに繋がらなかったり、事前にダウンロードしきっていなかった映

像が途中で切れてしまうハプニングがあったが、参加者からの評価は高かった。 

 しかし、「もっと長くしてもよかった」、「恋愛事情は人によりけりなのでディ

スカッションがしづら

かった」などの声がいく

つか挙がったため、次回

はもう少し長めの映像

を探してくることや、各

テーブルにファシリテ

ーターを用意するなど

の工夫をすることも検

討材料となった。 

 

 

 



長期イベント班による実施イベント 

＜名大生のための海外留学フェア＞ 

2011 年 12 月 21 日（水）15:00～18:00＠ベンチャービジネス・ラボラトリー 

概要：前回のイベントのアンケートで費用に着いてもっと詳しく聞きたいとい

う声が寄せられたため、奨学金や現地での費用などお金に関することに焦点

を当ててイベントを行った。 

内容： 

第一部：奨学金についての説明 

奨学金といっても多様にあるが、今回は交換留学向けで給与型の JASSO

奨学金、名大奨学金について説明を行った。 

第二部：留学経験者によるスライド発表 

地域別に 4 人がアメリカ（ロサンゼルス）→アメリカ（イリノイ州）→ド

イツ→中国の順番で発表した。 

・アメリカは地域によって費用事情が大きく変わるため、二つの地域の異な

る場所での留学について発表した。 

・パンフレットに発表者一人ひとりの渡航前、現地、その他の費用について

項目別に詳しく記載した。 

第三部：留学シミュレーション 

・実際に今留学に向けて準備している学生が、どのような手順で準備をして

いるかを具体的に説明した。 

第四部：フリートーク・ポスター発表 

・留学関係学生や、フランス政府留学局、IELTS、TOEFL 担当者が参加 

 

スタッフ人数：12 名 

来場学生数：66 名 

 

実施アンケートの結果 

回答者数：42 名 

上記各セクションに対する評価（1：「役に立たなかった」～5：「役に立った」） 

 

第一部「奨学金についての説明」の平均スコア：4.24 

・既知の情報であった 

 

第二部「留学体験者によるスライド発表」の平均スコア：4.65 

・お金のことは一番気になることなので、細かく聞けて良かった 



・実体験に即していたのでわかりやすかった 

・いろいろな国の話が聞けて、比較することができたので良かった 

 

第三部「留学シミュレーション」の平均スコア：4.32 

・自分の中で知りたいことが、ほとんど述べられていた 

・既に知っていることが多かった 

第四部 「フリートーク・ポスター発表」の平均スコア：4.38 

 

参加後の留学意思の変化： 3.97（1：「弱くなった」～5：「強くなった」） 

・実生活、費用の話からイメージが湧いたから 

・自分でアルバイトをすればためられる金額であるとわかったから 

・みなさんたくさん交流したり旅行に行ったり上手にやりくりされてすごい 

 

もっと知りたいテーマ上位 5 つ 

（19 票）留学に必要な情報の集め方 

（15 票）何年生で留学するか？ 

（13 票）留学国・大学・履修科目の選び方 

（13 票）留学の費用 

(13 票) 語学試験対策 

 

反省 

  イベント実施後日、ミーティングを行った。方法は、良かった点・改善点を

Post-it に書いて発表し、全員の意見をまとめ、掘り下げていくというやり方で

行った。以下は出た意見を集約したものである。 

 

 チームワークについて 

  ・力を発揮できた人は十分に発揮できていた 

  ・個人の仕事量の差が大きかった部分があった 

  ・責任感が足りなかった 

  ・何より、全員で団結してイベントを行うことができた 

 広報について 

  ・ビラ配りをするまで追い込まれた 

  ・アンケートにより、授業前宣伝はさほどの効果がないことが判明 

  ・SNS をもっと活用したらどうか 

  ・ターゲットの学生像が明確ではない 



 イベント当日について 

  ・体験談はとてもよかった 

  ・想定されるアクシデントも考えておくべき 

  ・動き、流れをシミュレーションするべき 

  ・途中にリフレッシュタイムが必要 

  ・イベントのコンセプトが明確だった 

  ・予想より多くの参加者が得られた 

  ・内容が充実していていた 

 その他 

  ・イベントリーダーを立ててやるべき？ 

  ・ミーティングに人が集まらない 

 

総括 

今回の留学フェアは“お金”というコンセプトで行った。内容は奨学金のみなら

ず、名古屋大学生の交換留学帰国者の協力のもと、海外での生活費などまで情報を

提供することで、より現実味のある“留学生活”というものを実感してもらえたと

アンケートを通じてわかる。また、その話の中で、体験談も混ぜて行ったという点

も満足してもらえた点だといえる。質問が数多く出たことや、TOEFL、フランス

政府留学局の関係者にも参加してもらったこと、さらには NUPACE 生との交流の

場をつくったことにより、活発で内容の濃いイベントとすることができた。今後の

課題としては、多くの反省を今後の活動にどう生かし、いかによりよいものを作れ

るかということが挙げられる。 

 

来年の抱負 

来年は対象となる学生の幅をもっと広げ、可能であればイベント回数を増やしつ

つ、一人でも多くの学生に留学の情報を提供したいと思う。それによって、少しで

も多くの人が海外に興味を持ち、自らの学習意欲を高め、チャレンジ精神を養って

くれることを願う。それに加え、イベントを企画運営する留学のとびらのメンバー

も自分で何かを作り上げていくことで、責任を果たす、意見を主張する、他メンバ

ーとの協力、新たなことへの挑戦、といった自己の内面の成長に加え、達成感を味

わう喜びを感じられるような人としての成長をはかりたい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ留学をしたプレゼンターに聞き入る来場学生達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期メンバーとイベント終了後の記念撮影 



 

 

 

 

 

異文化交流サークル ACE 

Action Group for Cross-Cultural Exchange 



異文化交流サークル ACE
2011年度　活動報告

1．What’s ACE?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　高橋達也
【活動概要】

　私たち ACE（Action-group for Cross-cultural Exchange）は、「交流・架け橋・
ボランティア」を三大理念に掲げ、名古屋大学に所属する留学生の生活面のサポ

ートや毎月開催するさまざまなイベントの企画・運営を行っている。ACE は、留
学生を支援し、一般学生と留学生の交流を促進することを目的として、1988 年 6
月に結成された異文化交流サークルで、今年で 24年目を迎える。

　主な活動としては、春と秋の新規留学生の受け入れ活動と、毎月行うさまざま

なイベントがある。

　留学生の受け入れ活動とは、4 月と 10月に留学生を名古屋大学に迎えるための
活動で、

●インターナショナルレジデンス・桜山留学生会館の入居手続きや案内のサポ

ート活動

●入居・学習オリエンテーションの手伝い

●学内を案内するキャンパスツアー

●周辺情報や日本で生活する上で便利な情報を掲載したパンフレットの作成

●ウェルカムパーティー

●大学周辺を散策する遠足

●留学生のためのバザー

などがある。受け入れ活動は、留学生センター、NUFSA（名古屋大学留学生会）、
インターナショナルレジデンス・桜山留学生会館の方々、地域のボランティア団

体等と連携し、留学生が名古屋大学での生活を安心してスタートでき、学習に励

める環境づくりに努めている。

　イベントは、

●日本文化を紹介するもの：七夕パーティ、もちつきなど

●交流の場を提供するもの：スキ_、ハロウィンパーティなど
●AFSA（愛知留学生会）主催のもの：春・秋のバス旅行、留学生の夕べ
などを行っている。また、近年では全国各地の国際交流サークルとの交流や連携

も進み、活動の幅が広がっている。



　ACEは、留学生との交流を通して異文化理解・国際理解を実践するだけでなく、
イベントの企画・運営を通して人間的に成長する場にもなっている。また、メン

バーそれぞれが ACEの枠を越えて活動することを尊重する自由な雰囲気があり、
そこから生まれるつながりや発見も、サークル活動の原動力となっている。

【組織】

　約 60 名が参加しており、名古屋大学の学生を中心としているが、近隣の他大
学の学生も多く活動している。

　毎年 6 月に行われる「まじめ合宿」で代替わりを行い、2 年生が中心となって
運営を行っている。運営方針や役職は、その年度ごとに 2 年生が話し合いを重ね
て決定する。本年度は、代表 1名、副代表 2名、会計 1名の役職のほか、Web担
当、ML 担当、ACE メール担当、AFSA 担当に分かれている。各担当の詳細は以
下の通り。

●Web担当：HPの管理
●ML担当：MLの管理
●ACEメール担当：ACEメールの管理
●AFSA（愛知留学生会）担当：月 1 回の AFSA 会議への参加、AFSA 主催イ
ベントの企画運営

　イベント運営は、基本的にイベントごとにチーフ・サブチーフを決め、週 1 回
のミーティングでイベントの内容や準備、当日の動きについて話し合い、イベン

ト終了後は反省をまとめる、という形式をとっている。各イベントの反省はウェ

ブ上のブリーフケースにアップされており、全メンバーがいつでも閲覧できるよ

うになっている。20 年以上の歴史をもとに、組織化・マニュアル化を進め、毎年
より良いイベントとなるよう改善に努めている。

←富士登山での様子



2.　2011年の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　足立のどか
各イベントは毎週月曜日に開かれるミーティングで話し合い、企画を進め、終

了後は反省を行っている。本年も、歴史に沿ったイベントや活動だけでなく、

新しい試みを行うことを心掛けた。

○１月○

もちつき・書き初め

書き初め

○２月○

NCO（国際交流を実践する学生の集い　淡路島にて）
スキー

NCOでの発表



○３月○

追い出しコンパ

花見

　　　　　　　　　　　　　花見

○４月○

春の受け入れ活動

新入生勧誘活動

持ち寄りパーティー

　　着物観光

（国際交流を実践する他団体と） 　　　　　　

着物観光

○５月○

AFSA春旅行
BBQ（NUFSAと）
留学生の昼下がり

（留学生と一緒に

　各国の料理を作る）

BBQ



○６月○

まじめ合宿

（ACE内での代替わり）

　　　　　　

まじめ合宿

○７月○

七夕

七夕・流しそうめん 　　

○８月○

富士山企画

キャンプ

韓国木浦大学

の研修生との交流

キャンプ



○１０月○

秋の受け入れ活動

ワールドコラボフェスタ

AFSA秋旅行
ハロウィンパーティー

すぽっちゃ（スポーツ企画）

　　　　AFSA旅行・リンゴ狩り

○１１月○

秋合宿（一宮にて）

留学生の昼下がり

留学生の昼下がり

○１２月○

留学生の夕べ

持ち寄りパーティー

すぽっちゃ

　　　　留学生の夕べ



3.ACEメンバーの声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　坂洋美
＜ACEで異文化交流する意味＞

1. ACE＝交流のキッカケ
・受け入れ活動の一つである寮入居手伝いでは、日本に来たばかりの留学生とほ

ぼ一対一で話をする。“初めての日本人の友達”といってもらえて嬉しかった。

・ACE はいろいろなイベントを主催している。準備は大変だけど、そのイベント
を通じて国籍を問わず知り合いが増えた。

2. ACE＝ボランティアグループ・発見の場所
・日本人として、留学生が日本を好きになってくれることは素直に嬉しい。その

手伝いが出来ることは自分にとっても幸せ。

・留学生に日本文化を紹介するイベントで、自分が意外と日本のことを知らない

ことに気付かされたし、世界の国の料理を作るイベントでは様々な文化に胃袋

で触れた。

3. ACE＝気の合う仲間たち
・自分と同じく、異文化のこと・世界のことに興味を持っている人が多いから、

民族料理のレストランに行ったり、一緒に旅行したり、やっぱり一緒にいて楽

しい。

・皆とても活動的。長期休みにはミーティングに人が集まらないくらい皆が旅に

出るし、留学に挑戦する人も多い。ACE はそんな人達の集まりだから、いろい
ろな情報がもらえるし、皆の異文化に対する積極性に刺激される。

　　

異文化交流は、自分ひとりと、異なる文化圏

で育った相手ひとりがいれば成立します。

ではＡＣＥメンバーはなぜ、このサークルで

活動しているのでしょうか？



<ACEメンバーが求めるもの、感じるコト>　　　　　       　担当　小野哲弥
　

当然のことながら、ACE に求めるものは人によって様々。留学生の友達を増やし
たいとか、英語の会話力をつけたいとか。けれども、根っこにあるものは同じで

はないかと思う。それはズバリ「異文化」交流ということ。ここで「国際」交流

と言わなかったのは訳がある。つまり、ACE は、留学生との交流は勿論のこと、
同じ日本人と関わることで異文化を身をもって体験する場になっている。ACE は
異文化交流サークル ACE であって国際交流サークル ACE ではない。そういう広
い意味での異文化体験が出来る場が ACEだと思う。色々な背景をもち、色々な考
え方や感性を備えた、ひとことで言えば個性的な人が自然と集まって出来ていて、

そこにはもう異文化を体験する素地が出来上がっている、そんな場所だ。かくい

う私も当初は留学生との交流がしたくてこのサークルに入ったのだが、留学生や

ACE と関わるうちに、異文化は身の回りにありふれていることに気付いた。他の
人と交流することがすでに異文化交流なのだと思う。

ACEに入って感じたコト

●人とのつながり：さらに留学生の友達を増やしたいと思った。

　　　　　　　　　 尊敬できる魅力的な先輩に出会えた。
●人間的成長：視野が広がって今までとは違う考え方ができるようになった。

●新しい経験：留学生との交流は知らないことの連続で刺激的で楽しい。

　　　　　　　 アクティブなメンバーに刺激され自分も留学を考え始めた。
●旅行：日本についてもっと知っておくべき。

　　　　 現地に行ってもっと様々なヒト・モノに出会いたい。

←秋合宿：ACE の活動について考え直

す良いきっかけとなった。



４．これからの課題                                     担当：須渕里佳

私たちは ACE の活動を通して、異文化交流を楽しむとともに、メンバーが互いに
刺激しあってそれぞれの夢や目標に向かって歩んできた。また、今年は三大理念

“交流・かけ橋・ボランティア”に基づいて、「留学生の昼下がり」をはじめとす

る新しいイベントを積極的に開催することができた。このような成果が挙げられ

るが、今後の課題もある。

課題１：自主性と協力的姿勢のバランス

ACE では、メンバーの自主性を重んじて活動を進めてきた。これは ACE の特徴
であり長所である。その一方で、協力的姿勢が求められる場面でどのように活動

を運営していくかが今後の課題だ。例えば、春と秋の留学生受け入れ活動やイベ

ントの運営では、事前の準備や当日手伝う動員などに多くのメンバーの協力が必

要となるが、充分な人数を集めることに苦労することがある。これらの活動を円

滑に進めるためにはメンバー間の協力が不可欠である。しかし、ACE メンバーに
対して手伝いを義務付けたり、参加を強制したりしてこの課題を解決することは、

所属メンバーに対して拘束力を働かせることになり、各自の自発的な参加・協力

を大切にする ACE の良さを失うことになってしまう。自主性を尊重する雰囲気を
維持しながら、質の高い活動を続けるためにメンバー同士が協力していかなけれ

ばならない。ACE の運営は、留学生の学生生活をサポートするというやりがいの
ある仕事ができる上に、運営をきっかけとして留学生の友達を増やすことができ

る。また、責任ある運営の仕事を行うことで自分を成長させるチャンスが得られ

る。このような、運営に携わり協力することで手に入れることのできる充実感を

サークル全体で共有することで積極的な協力を促して、自主性を大切にしながら、

これから更に質の高い活動を目指したい。

課題２：イベントの広報活動

七夕やハロウィンパーティーなど、毎年恒例の行事には多くの留学生・日本人参

加者を呼び込むことができている。しかし、新しいイベント等で十分な数の参加

者を集めることに苦戦することがある。現在 ACE では広報活動として、イベント
のチラシを作成して全学教育棟や留学生センターの掲示板に貼ったり、facebook
上(主に events of ACE)で参加者を募集したりしている。今後、より多くの人に ACE
の様々なイベントを知ってもらい、参加者を増やすために、従来の広報手段を改



良しなければならない。また、留学生の参加者を増やすためには、もっとメンバ

ーが留学生に直接声をかけて誘う必要があると感じている。各メンバーがイベン

トの間だけでなく、普段から積極的に留学生と関わっていき、イベント参加を積

極的に誘えるようになりたい。

これらの点を踏まえて、これからも楽しく活動していきます！！！！
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第 2 回名古屋大学国際学生フォーラム IF@N 

The 2 nd International Forum at Nagoya University  

2011 年度 開催報告 

編集： 伊藤洋人 

林佑美枝 

白其格其 

1. はじめに 

 IF@N とは、名古屋大学に集うさまざまな学生が、日本語・英語による自由闊達

な討議・意見交換を通じて、国際理解・相互理解を深めるために開催されるフォー

ラムである。「出会う、繋がる、広がる」をコンセプトとする、「学生の、学生によ

る、学生のための」フォーラムである IF@N は、2010 年 12 月に第 1 回を迎えたば

かりの比較的新しい試みである。2011 年度は、開催時期の調整、広報の改善、デ

ィスカッション内容の発表の工夫、懇親会企画、引き継ぎ資料作成などに注力した。 

 

2. 各ディスカッショングループとテーマ及び実行委員メンバー 

A: 大学 

林佑美枝(文学部 4 年) 

吉田絵梨奈(経済学部 2 年) 

B: 国際社会 

伊藤洋人(医学部 4 年) 

新村友美(経済学部 4 年) 

C: 人生設計 

津田ありさ(農学部 3 年) 

猪原暁(工学部 2 年) 

 

D: 文化・社会 

白其格其(文学研究科 1 年) 

宮地美希(農学部 3 年) 

E: コミュニケーション 

高宮城冴子(医学部 3 年) 

羽喰英美(農学部 3 年) 

F: エコロジー 

岩井里佳(農学部 4 年) 

陳暁婧(国際言語文化研究科研究生) 

劉リンウェイ(教育学部 2 年)

3. 活動内容（2011 年度の報告） 

3.1 当日（2011 年 11 月 12 日）の流れ 

9:00-9:30 

9:30-10:00 

10:00-10:00 

10:30-12:00 

12:00-13:00  

13:00-15:15 

受付 

開会式 

アイスブレイキング 

分科会 1 

昼食 

分科会 2 

15:15-15:30 

15:30-17:10 

17:15-17:30 

17:30-18:00 

18:00-20:00 

 

片づけ・移動 

発表会 

閉会式 

片づけ・移動 

懇親会(希望者のみ) 
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3.2 イントロダクション一部抜粋(各ディスカッショングループの紹介) 

 

A: 大学：「ぬりかえよう、学生生活」 

学問と就職 ～あなたの国における大学の意義～ 

何気なく毎日を過ごしてしまっていませんか？せっかく大学生として生活出来て

いるのにそんなの勿体無い！しかし、何をするべきなのかいざ問われると理想と現

実の差にもどかしさを感じる事もあるでしょう。そこで私達のグループは、今社会

は大学生に一体何を求めているのか、また私達自身が大学生活に求めているものは

何であるのか、ということを国際比較をしながら和気藹々とディスカッションして

いきます。 

 始めに、参加者それぞれがどのような基準で大学を選んだのか、お互いの現状に

ついて話してもらいます。その後、そもそも学歴はどのような場合において必要な

のか、ということを皆で考えながら、大学生活のその先にある「就職」までの道筋

を参加者全員が考え、共有していこうと思います。留学生から、各国における「大

学生」というもののイメージや「留学した」ということが、どのように後の人生に

関わってくるのか聞いてみたいとも考えています。 

皆さんが思い描いている大学生活を一緒に形にしていきましょう！ 

 

B: 国際社会：「常識革命！」 

真の国際人とは ～あなたはどう行動しますか？～ 

近年あらゆる分野において国際化が進み、私達の生活や生き方と密接に関連する

ようになってきています。そのような社会に生きるあなたは、「国際人」ですか？本

ディスカッションは、皆さん自身が国際化を意識して行動していくきっかけになる

はずです。世界の中に生きる一人としてあなたが何を求められているのかを知り、

国際化しつつある社会で自分がどのように考え、生きていくのかについて話し合い

ます。それらを通して、自分にとっての「真の国際人」とはいかなるものか、共に

考えましょう。 

まず、国際化に対するイメージを出し合い、国際化の様々な側面を共有します。

次に、他の国の人から見た自国のイメージを知り、異なる視点から現状を再認識し、

自国に対する理解を深めてもらいます。そして、国際化があなたと自国にもたらす

影響をメリット・デメリットに分けながら明らかにします。最後に「真の国際人」

とは何か、また今自分が「真の国際人」としてできる事は何なのかを考えていきま

しょう。 
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C: 人生設計：「夢を語るって、かっこいい」 

     ライフスタイル ～納得できる人生を送るためのライフプランとは～ 

みなさんはこれまで自分の人生設計について考えたことがありますか？夢がはっ

きりしている人も将来像がぼんやりしている人も、目標をかなえるためにはプロセ

スが重要になってきます。このグループでは、参加者のみなさんに自分の将来に対

する気持ちを自分の言葉で表現してもらうことで、それぞれの夢が実現可能となる

ようなディスカッションにしていきます。はじめに、トピックをもとに自由に人生

設計をしてもらいます。例えば、「夢」というトピックに対して、あなたの夢はどの

ようなものなのか、そしてその夢を叶えるためには何が必要かについて、書いても

らいます。また、「結婚」「夢へのプロセス」についても書いてもらい、人生設計へ

のイメージを膨らませていきます。そしてお互いの夢を尊重しあいながら、トピッ

クごとに意見交換を行い、自分の置かれている状況について明らかにしていきます。

終盤では、それまでの話を踏まえ、今から取り組めることを考え、みんなにとって

夢に近付ける機会となるようにしていきましょう。自分の夢を話すあなた、そして

他の人の夢を聞くあなた。わくわくしませんか。 

人は夢を語る時、とても輝いている気がします。さあ夢を語ってさらに輝こう！ 

 

D: 文化・社会：「国際化の波に押し流されていませんか」 

日本社会と外国人 ～国際社会で共に歩むとは～ 

日々、国際化が進んでいる日本社会。「国際化」と聞くと、一見かっこよく聞こえ

るかもしれませんが、実際に、異なる文化、価値観、生い立ちなど様々なバックグ

ラウンドを持った人々が、「日本」という同じ社会で生きるとは一体どのようなこと

なのでしょうか？きっと今まで気づかなかった、自分たちに特有の文化や感覚が、

お互いに見えてくると思います。例えばパーソナルスペース。初対面の外国人が自

分に近づきすぎて、思わず「近い」と感じたことはありませんか？あるいは、外国

人の友達と自分との間に「心の距離」を感じたことはありませんか？それから、日

本社会でよく使われるお世辞。日本社会で共に生きていくためには、外国人もお世

辞を使う必要があるのでしょうか？このような感じ方の違いを知らなかったがため

に、不愉快な思いをしてしまい、せっかく築いた関係が悪くなってしまうのはもっ

たいないと思います。まずは自分たちが他の国の人にどう思われているかを知り、

そのうえで日本人、外国人がお互いにお互いの価値観や文化を知ることによって、

より良い共生の形が実現できるように一緒に討論していきましょう！ 
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E: コミュニケーション：「そろそろやめない？心の鎖国」 

            異文化の人々との出会い ～自分の中で変わるもの～ 

今、地球の反対側に住む人があなたの目の前に現れました。そのとき、あなたは

その人にまず何と話しかけますか？その人と何かを分かりあえる自信はあります

か？それどころか何もせぬまま身を引いてしまうのでしょうか？ 

生まれた国、育った環境、受けてきた教育、文化や価値観が全く異なる人とのコ

ミュニケーション。そこから何が得られるのか、自国の人の場合との違い、国ごと

地域ごとの性格や特色について、皆さんの今までの体験談をふまえつつ議論してい

きたいと思います。 

また、そのような国際交流を通して友達ができたとしましょう。では次に、その

ような文化的背景が全く異なる人と、さらに心から分かり合える関係、例えば親友

や恋人になることは可能だと思いますか？そこにある壁、それを乗り越えるために

はどうすればいいのか、皆さんの意見や体験談を聞かせて下さい。 

世界中の誰とでも簡単に会話や文章のやりとりができるようになってきた現代。

本当のコミュニケーションとは何かを改めて考え、そこから円滑なコミュニケーシ

ョンの秘訣を一緒に探りましょう！ 

 

F: エコロジー：「人間のエゴと動物」 

動物保護 ～動物と共に生きるとは～ 

地球には人間と動物が共生しています。しかし、人は欲望を満たすために動物を

利用します。一度、人間と動物の関係について文化を超えて話してみませんか？ 

私たち動物保護のグループは主に３つのサブテーマ、『動物とファッション』『動

物と科学』『動物と文化』について話し合います。 

≪内容≫ 

・ファッションとは何ですか？動物の毛皮などを使っておしゃれって言えますか？ 

・薬、商品の開発のために使われる動物がいます。人間の健康、技術開発のために

動物を犠牲にできますか？ 

・人間の歴史は何千年も続いています。その中で生まれた文化は尊いものです。動

物を使った（儀式や伝統）も存在します。文化か動物、どちらを守りますか？ 

・人間は動物だけではなく植物、菌を含めた生物も利用して生きています・・・。

動物や他の生き物はあなたにとってどんな存在ですか？友達？家族？生態系の

一部ですか？ 
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3.3 アンケート結果抜粋 

 

3.3.1 参加人数（参加者 35 名 回答者 33 名 未回答者 2 名） 

 日本人学生 留学生 計 

A: 大学 3 名 2 名 5 名 

B: 国際社会 5 名 1 名 6 名 

C: 人生設計 4 名 2 名 6 名 

D: 文化・社会 3 名 3 名 6 名 

E: コミュニケーション 4 名 2 名 6 名 

F: エコロジー 2 名 2 名 4 名 

総計 21 名 12 名 33 名 

※実行委員を除く 

 

3.3.2 参加理由 

留学生・日本人と交流したかったから 25 名(76%) 

友達を作りたかったから 13 名(39%) 

ディスカッションテーマに興味があったから 11 名(33%) 

視野を広げたかったから 19 名(58%) 

日本語・英語を使いたかったから 15 名(45%) 

   ※複数回答可 

 

3.3.3 参加者感想 

 

・楽しかったです。有難うございました。 

・とても有意義なイベントだと思うので、続けてほしいと思います。 

・こんな機会がなかなかなくて、楽しかったです。もっとこのような機会を設けて

ほしい。機会があればまた参加したいと思います。有難うございます。 

・The IF@N event was fun and educational.  

・本日一日楽しかったです。お疲れ様でした。たくさんの友達を作れて本当によか

ったと思います。これからも皆さんの力で IF@N をやってください。 

・一人で参加しても楽しめるようになっていて、とてもよかったです。ディスガシ

ョンのメンバーに留学生がいたのがすごく盛り上がった理由の一つだと思いまし

た。 

 

等 
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3.4 ミーティング記録 

 

回 日時 場所 内容 

1 2011.8.4(木) 

10:00～12:00 

文系総合館 

412/413 演習室 

1.顔合わせ(自己紹介、icebreaking) 

2.趣旨説明 

3.スケジュールの確認、連絡リスト作

成 

2 2011.8.24(水) 

10:00～12:00 

文系総合館 

412/413 演習室 

1.実行委員リーダー、サブリーダーの

決定 

2.全体テーマ、ディスカッションテー

マ検討 

3.ポスター作成者決定 

3 2011.9.6(火) 

16:00～18:00 

文系総合館 

412/413 演習室 

1.ディスカッションテーマと担当者

の決定 

2.当日タイムラインについて 

3.実行委員の共同作業(コラージュ作

成)について 

4 2011.9.12(月) 

10:00～12:00 

文系総合館 

412/413 演習室 

1.使用言語について 

2.IF@N のコンセプトについて 

3.参加者申し込み担当者決定 

5 2011.9.22(木) 

10:00～12:00 

中央図書館 4 階 

グループ研究室 1 

1.全体テーマ決定 

2.班分け(広報、レク、ディスカッシ

ョンまとめ) 

6 2011.9.27(火) 

13:30～15:30 

中央図書館 4 階 

グループ研究室 1 

1.各係の企画の具体化 

2.当日タイムライン確定 

7 2011.10.4(火) 

11:00～13:00 

中央図書館 4 階 

グループ研究室 1 

広報について 

(ポスター貼り、ビラ配り、HP 等) 

8 2011.10.11(火) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ研究室 3 

1.各ディスカッショングループ企画

書説明 

2.各ディスカッショングループイン

トロ作成 

9 2011.10.21(金) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ研究室 3 

1.当日係の決定(受付、備品、冊子作

成等) 

2.部屋割の決定 
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3.当日進行表作成 

10 2011.10.25(火) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ研究室 3 

1.各班、係の進捗確認 

2.先生方よりファシリテ―ション

Tips 講座 

11 2011.10.28(金) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ学習室 2 

1.参加者ディスカッショングループ

決定 

2.リハーサル実施時間決定、内容確認 

12 2011.11.1(火) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ研究室 2 

1.当日の流れ確認、役割分担の未定部

分の決定 

2.各班、係の進捗確認 

13 2011.11.4(金) 

11:00～13:00 

中央図書館 3 階 

グループ研究室 2 

1.当日配布用冊子の校正 

2.リハーサルのタイムライン決定 

14 2011.11.7(月) 

9:00～14:00 

文系総合館 7 階 

カンファレンスホ

ール 

1.リハーサル 

2.下準備(物品買い出し、当日資料印

刷作業等) 

15 2011.11.11(金) 

16:00～18:00 

文系総合館 7 階 

カンファレンスホ

ール 

物品の搬入 

2011.11.12(土) 本番！ 

16 2011.11.22(火) 

11:00～13:00 

中央図書館 4 階 

グループ研究室 1 

今後するべき作業の洗い出し 

報告書のコンテンツ確定 

17 2011.12.1(木) 

11:30～13:00 

中央図書館 4 階 

グループ研究室 1 

IF@N 全体の振り返り 

今後への引き継ぎ方の検討 

18 2011.12.14(水) 

11:30～13:00 

中央図書館４階 

グループ研究室 1 

IF@N 全体の振り返り 

報告書の校正内容確認 

19 2012.1.19(木) 

11:30～13:00 

IB 館 7 階 

田所先生研究室 

報告書最終校正 

 

20 2012.2.11(土) 打ち上げ会場 IF@N 振り返り 

打ち上げ!!!! 
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4. 今後に向けての課題 

 

・よりアカデミックなディスカッションができる場も提供したいと言う意見もある

一方、自身の経験や感覚などに基づく話の方が話しやすく、面白いという意見も

あった。どちらにも対応して、テーマを提供できるようにする必要がある。 

・日本語と英語を使い分けて討論するのが難しかった。日本語と英語を両方使いな

がら、上手く議論する方法は、他にないだろうか？ファシリテーターを含め、参

加者が自分の意見を述べやすいテーマ決めが必要。 

・実行委員の中で IF@N に対する意識を共有すべきだった。IF@N のコンセプトは「出

会う、繋がる、広がる」であるが、目的が深くディスカッションするためなのか、

異文化交流するためのものなのか、皆の中であいまいだった。ディスカッション

の中身よりも他の仕事に時間と労力を割いてしまった。 

・ミーティングで皆がそろうことが少なかったので、情報の共有やコミュニケーシ

ョンを取るのが難しかった。MT の時間帯や方法などを再検討するべき。 

・IF@N を１年に１回だけのイベントで終わらせるのはもったいない。 

“プチ IF@N”的な定期的な集まり（ある話題についてディスカッションする勉強

会等）をつくって、前の代の実行委員と次の代の実行委員の重なりがあるといい

のでは…。引き継ぎの機会も設けるべきだと思う。 

 

5.実行委員感想  

 

IF@N（名古屋大学国際学生フォーラム）は昨年に引き続き二回目の開催となり
ました。様々な文化・背景を持った人々と直接意見交換をしたり、経験を伝えあっ

たりする事で一歩進んだ国際理解・国際交流を目指すという思いと、「出会う、繋が

る、広がる」というコンセプトを、第一回 IF@Nから受け継ぎながら、より良いフ
ォーラムにする為に、今回は種々の取り組みを行いました。例えば、ディスカッシ

ョンの時間を延ばし、ディスカッションのまとめの発表では他のグループの人とも

交流できる時間を設けました。また昼御飯会、レセプションを行った事により、交

流の機会はさらに増えました。 
第二回 IF＠Nのメインテーマは「共生/living together」でした。様々な文化、背

景を持った人々と一つの地球の上で「共生」するという事はどういう事なのか考え

たい、そのように実行委員一同で考え、参加者の皆さんと話し合う事ができました。

引き続き第三回 IF@Nが開催され、より良いフォーラムになっていく事を心より願
っています。 
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～ A L B U M～  

 

 

 

  

Ice breaking 

ディスカッション！！ 

お昼ごはんで、雰囲気も和

んできました♪ 

自分のディスカッショングル

ープで話し合った事を、他のグ

ループの人と共有しました！ 

今年は懇親会も行いました！ 
ビンゴも盛り上がりました♪ 
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